
道徳学習指導案

日 時 平成23年11月８日 ５校時

指導学級 ２年 １組

授 業 者 教 諭 野﨑とよ子

１ 主題名 「生き方を考える」 価値項目１－（５）充実した生き方（関連価値２－（２））

２ 主題設定の理由

（１）価値について

高度に科学技術が発達し、飽食の時代といわれる現代では、物質的な豊かさや、感覚的な快楽を

求める傾向が強い。このような風潮は中学生にも影響し、何を幸福と感じ、何を目指してどのよう

に生きていけばよいのか見出すことができず、集団に流されて感覚的に生活している者が多い。今

回の震災により，「当たり前の生活が当たり前にできることのありがたさ」をひとりひとりが実感し

たと思われる。しかし震災から約８ヶ月が過ぎ，当時の気持ちが薄らいできているように思われる。

社会のしくみが複雑化し、人々の価値観が多様化している今日、生きがいについて深く考え、真

の幸福をめざす充実した生き方を追求しようとする意欲を持つことが大切だと考える。

また，中学２年生は「中だるみの学年」といわれている。２学期をむかえて１ヶ月を経過するこ

の時期は，学校行事も一段落する。学校生活にも慣れ，目標を定められず，日々の生活を何となく

過ごす生徒が増えていくことが懸念される。従って，この時期に自分の生き方を考えさせ、その根

底を支える「しあわせ」とは何かをひとりひとりにじっくりと考えさせることは大変重要だと考え

る。日々の暮らしの中で当たり前のように感じてきたささやかなことが、実はたくさんの人々との

関わりに支えられ成り立っていること、生徒自身の努力や感性が充実感・達成感・連帯感を生み出

し、「しあわせ」につながっていることなどを，自分自身としっかり向かい合わせることで気づかせ

たい。かけがえのない自己をまずは肯定的にとらえ，生きがいのある充実した生活を築くために，

「しあわせ」を感じることのできる感性を育てたいと考え、本主題を設定した。

（２）生徒の実態

全体的に明るく活発な生徒が多く、男女の仲がよい。教師の働きかけに対する反応が良く、授業

や学校行事などにも意欲的に取り組む姿勢が見られる。感じる心が豊かで，自分の考えを持ってい

る。挙手をして積極的に発表するところまでには至っていないが，教師の指名には素直に応じ，自

分の考えを発表することができる。また，友だちの考え方にも興味を示して聞くことができる。

４月と７月に行ったＱ-Ｕ調査の結果は以下のグラフの通りである。

全体的には比較的多くの生徒が学級生活に満足しているように見える。しかし，日常に流されて，

目標が持てなかったり，思うように事が進まないと何かのせいにしたり、努力することから逃れよ

うとする生徒もいる。この機会にひとりひとり「しあわせ」についてじっくりと考えさせたい。

【４月Q-U結果】 【７月Q-U結果】

《４月と７月のＱ－Ｕ調査の結果》

４月 ７月 ・全体的に右上がりに推移している。おおむね学

学級生活満足群 ６２％ ７６％ 級生活に満足している。

侵害行為認知群 １４％ １１％ ・学級生活不満足群にプロットされている生徒は

非承認群 １４％ ７％ 要支援群に落ち込んでしまった。

学級生活不満足群 ７％ ３％ ・リーダー的存在の生徒が侵害行為認知群にい

る。

・満足群にいる生徒の中にはマイナス思考にとらわれがちな生徒が何人かいる。
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（３）資料について

資料名「しあわせ」 レイフ・クリスチャンソン：文

にもんじまさあき ：訳

ディック・ステンベリ ：絵

岩崎書店 ：発行所

この絵本はスウェーデンの教育者レイフ・クリスチャンソンによって書かれたものである。日

々の暮らしの中のささやかな感動を様々な角度からわかりやすい言葉で簡潔に表現されている。

イラストも優しく描かれており，生徒にとっては受け入れやすい資料だと考える。また、簡潔な

言葉の中に深い思いが潜んでおり，読めば読むほど自分にとっての「しあわせ」とは何だろうと

考えさせられる資料である。そして、言葉の締めくくりの部分に「～だろうか。」と疑問形が用い

られており，それが読者の考えを一層深めさせるような効果があると考える。

（４）本校の研究との関わり

研究主題：「心豊かに生き生きと学びあう生徒の育成」

本校では，集団生活を通して自分の個性を積極的に伸ばし，広い視野に立って自主的に判断行動

できる，健康でたくましい人間性豊かな生徒の育成に努めている。

研究主題「心豊かに生き生きと学びあう生徒」とは，Ｑ－Ｕ調査において学級生活が満足群であ

り，学級生活意欲得点が高い生徒ととらえている。Ｑ－Ｕ調査をもとに学級集団の状況を把握し，

学級経営のあり方を探っているが，道徳の授業を充実させ，道徳教育に力を注ぐことはそのような

生徒の育成には不可欠であると考える。心豊かに生活していくために、生徒自身の日々の生活にも

う一度着目させ、日常のささやかな出来事の中にも感動があふれていることに気づかせたい。

（５）準備物

資料のプリント・絵本・色鉛筆・キーワードカード（磁石付き）

２ 本時の学習について

（１） 本時のねらい

・自分にとっての「しあわせ」とはなにかを考えさせることにより，自己をみつめ，自己を受容

し生きがいのある充実した生活を送ろうとする心情を育てる。

（２） 本時の手だて

・キーワードをカードに書かせ、一斉に黒板に貼り出させることによって、視覚的にもそれぞ

れの持つ感じ方や考え方の違いに気づかせたい。

・絵本を繰り返し読ませること、音読させることによって、簡潔な言葉の奥に隠された深い意

味を考えさせたい。

・絵本の続きを考えさせることで、スムーズに主題に迫らせたい。

・できるだけ多くの生徒に発表させることにより、それぞれの考え方や価値観があることに気

づかせ、個性を認め合うことで、更に自己を見つめさせたい。

・Q-U調査に基づいた意図的指名を行い、自分の考えが周りに受け入れられていると感じる場

面をつくりたい。特に満足群以外の生徒の回答には教師側で補足を入れるなど配慮したい。



（２） 指導過程

学 習 活 動 主な発問と予想される生徒の反応 指導上の留意点

導 昨年の三条中のあるク ・簡単にふれ，物質的

入 ラスの「欲しいものア これは，何だと思いますか。 な豊かさや感覚的な快

５ ンケート結果」をみせ あなたたちも同じですか。 楽を求めようとする現

分 る。 状に気づかせる。

・資料を１ページずつ ・ 資料の（ ）の中に

展 順番に音読する。 各ページの（ ）には、どんな言葉が 入る言葉をカードに書

開 （黙読する） 入ると思いますか。 かせる。

① ・教師の範読を聞く。 ・自分の気に入ったペ

15 「夢」「希望」「人生」「愛」「自由」 ージでよい。

分 「しあわせ」 ・黒板に貼らせる。

・言葉が出ないページ

どうして、そう思いましたか。 も何人かに考えさせ

なぜ、その言葉なのですか。 る。

展 ・資料中の（ ）に ・日常の何気ない出来

「しあわせ」と書き入 この作者は（ ）の中に「しあわせ」 事の中に「しあわせ」

開 れて最初から音読して という言葉を入れて絵本を作りまし は潜んでいることに気

みる。 た。「しあわせ」という言葉を入れて づかせる。

25 ・教師の範読を聞く。 最初から声に出して読んでみましょ

分 う。

好きな場面はどこですか。

それはなぜですか。

同じような考えの人はいますか。

・Ｐ９ほしいものを探し求める方が未来

があるから。

・Ｐ１６本当に辛いときに心配してくれ

た方がうれしいから。

５～７分程度で書かせ

る。

あなたにとっての「しあわせ」とは何 最初に言葉，後からイ

ですか。絵本の続きを書いてみましょ ラストを書かせる。

う。

「一生懸命がんばること」「毎日笑顔で過

ごせること」「生きていることそのもの」

終 教師の説話を聞く 教師にとっての「しあ

結 わせ」とは何かを話

５ す。

分



（６） 評価

・自己を見つめ，自分にとっての「しあわせ」についてじっくり考えることができたか。

・友達にとっての「しあわせ」を知り，それぞれの価値観の違いに気づくことができたか。

板書事項

① ② ③ ④

キーワードカー ドを貼らせる。

⑤ ⑥ ⑦ ⑧


